
「歴史探偵」 などテレビ出演でお馴染みの歴史研究家・歴史作家

講 師 河 合 敦 氏 （史学科卒）

多摩大学客員教授

（略歴）
多摩大学客員教授。早稲田大学非常勤講師。歴史研究家・歴史作家。
青山学院大学文学部史学科卒業、早稲田大学大学院博士課程満期退学
（日本史専攻）。都立高校の教師を長年勤め、文教大学付属高校教師
を経て2016年4月より現職。27年間の高校教師の経験を生かし、執筆
活動や講演会、テレビ出演で歴史の意外なエピソードや真実をわかり
やすく解説して定評を得ている。第6回NTTトーク賞優秀賞、第17回郷
土史研究対象優秀賞。2018年・2021年雑学文庫大賞（啓文堂主宰）
（主なテレビ出演歴）
世界一受けたい授業（日本テレビ）、ぶっちゃけ寺（テレビ朝日）、
クイズQさま‼（テレビ朝日）、グッドモーニング（テレビ朝日）、
さんま・福澤のホンマでっか！？ニュース（フジテレビ）、テストの
花道（NHKEテレ）等。現在はNHK総合「歴史探偵」に特別顧問として
出演中。

（主な著書 2017年以降）
・日本史は逆から学べ（光文社知恵の森文庫、2017年）
・幕末・明治 偉人たちの定年後（ＷAVE出版、2018年）
・逆転した日本史（扶桑社新書、2018年）
・晩節の研究 賢人・偉人の「その後」（幻冬舎新書、2019年）
・世界一受けたい日本史の授業（二見レインボー文庫、2019年）
・逆転大名 関ヶ原から復活（祥伝社新書、2019年）
・禁断の江戸史（扶桑社新書、2020年）
・教科書の常識がくつがえる！最新の日本史（青春出版社、2021年）
・渋沢栄一と岩崎弥太郎（幻冬舎新書、2021年）
・殿様は「明治」をどう生きたのか2（扶桑社文庫、2021年）
・絵画と写真で掘り起こす「オトナの日本史講座」（祥伝社、2021年）
など、1997年に「早わかり日本史」（日本実業出版社）で執筆活動を
スタートして以降著書多数。
2017年には初の時代小説「窮鼠の一矢」（新泉社）を出版した。

か わ い あつし

配 信 日：2021年9月23日(木･祝）～9月29日（水）

講演時間は約1時間30分。
9月23日10時〜 大学同窓祭トップページより経済学部同窓会コーナーにてご視聴ください。

動 画 配 信

日本の近代経済を築いた実業家・渋沢栄一。
設立、経営に携わった企業は、５００社以上！

みずほ銀行、 日本銀行、 東京電力、 東京ガス、アサヒビール、サッポロビール、
東日本旅客鉄道 、 東京地下鉄、 東京急行電鉄、 日本郵船、 東洋紡、 澁澤倉庫、
清水建設、太平洋セメント、大日本印刷、王子製紙、日本製紙、 第一三共、IHI、
東京海上日動、 帝国ホテル、 東急不動産、 日本放送協会、 共同通信、 電通、
日本経済新聞社、 東京証券取引所、 東京商工会議所、 一橋大学、 東京女学館、
東京都健康長寿医療センター・・・・・・・・・・・・・・・・(現社名・団体名）（©国立国会図書館）

テーマ 「日本資本主義の父
渋沢栄一の生き方に学ぶ！」

第28回青山学院大学同窓祭
AOYAMA  GREEN  FESTIVAL

２０２１年９月２３日（木・祝）


